仕　様　書

１　 eq \o\ad(委託業務名,　　　　　　　)
生成AI検索を活用した富山県観光情報発信・誘客促進事業
２　委託業務の目的
旅行者の情報収集手段が、検索エンジンによるキーワード検索に加え、生成AI等を活用した旅行先や旅行プランの情報収集へと広がっていることを踏まえ、検索エンジンや生成AI等において富山県の観光情報が適切に理解・参照されるための情報発信及びコンテンツ整備を行うことで、旅行者の目的や条件に応じた旅行先の候補として富山県が提示される機会を創出し、ひいては富山県への戦略的な誘客を促進する。
　
３　委託業務の内容

　業務の内容は、次の各号に掲げるとおりとする。
（１）生成AI検索・旅行者検索ニーズの分析
・現在の富山県への旅行ニーズや検索動向等を踏まえ、旅行者が生成AI等を利用して旅行先を検討する際の検索・質問ニーズを分析すること。また、分析対象となるテーマについて、富山県及びとやま観光ナビの生成AI検索等における表示状況や情報発信の充実度等を、競合となり得る他地域と比較し、分析すること。

・分析にあたっては、旅行者の属性、旅行目的、同行者、発地、旅行期間、移動制約、季節、求める体験等の観点から、旅行者が旅行先を検討する際に用いる具体的な検索・質問パターンを想定し、富山県への旅行につながる可能性のある検索テーマを幅広く分析すること。

・分析結果については、富山県の現状を「既に獲得できている検索需要」「十分に獲得できていない検索需要」「今後、生成AI検索・SEO等で重点的に獲得を目指すべき検索需要」等に区分して整理し、今後の施策の方向性を検討するための基礎資料として取りまとめること。
（２）本事業でターゲットとするプロンプトの選定
・（１）の分析結果及び富山県の観光資源、旅行者のニーズ等を踏まえ、生成AI等において富山県が旅行先の候補として提示されることを目指すプロンプトを100個以上選定すること。プロンプト（又はプロンプト群）ごとに、①当該テーマの検索需要の規模及び市場性、②富山県及び競合地域の現在の表示状況、③表示を獲得するために必要な対策とその根拠（仮説）、④対策の効果を検証する方法（検証条件・判定基準）を整理して提案すること。

・プロンプトの選定に当たっては、（１）での分析を踏まえ、「東京から２泊３日で行ける、海鮮がおいしい旅行先」「車なしで楽しめる北陸の旅行先」「寿司と温泉を楽しめる国内旅行先」など、旅行者が具体的な条件や目的をもとに旅行先を検討する検索・質問を想定すること。
・「富山」「立山黒部アルペンルート」等の地名や、「ブラックラーメン」「ます寿司」など、一般的に富山県を思いうかべる単語を含まない探索型プロンプトとすること。

・プロンプトの選定については、県と協議の上、決定すること。

　※（１）及び（２）の分析・選定に係る経費については、経費上限を全体の３割以内とすること

（３）検索ニーズに対応したコンテンツ作成・システム構造等の改善

①改善方針の策定

・（１）及び（２）の分析結果を前提に、各テーマの検索意図、既存コンテンツの内容、情報の不足状況、生成AI・検索エンジン等による表示状況等を踏まえ、改善の必要性及び期待される効果を示した上で提案すること。
・改善方法の検討に当たっては、既存ページの改修・再構成、新規コンテンツの作成、複数ページの整理・統合、内部リンク等による情報導線の改善、システム・情報構造の改修等、必要な手法を組み合わせて提案すること。

②コンテンツの作成・改善

・既存コンテンツの改善が有効と判断されるテーマについては、既存ページの情報整理、内容の追加・修正、ページ構成の見直し、複数ページの再構成等を行うこと。なお、既存コンテンツとは、「とやま観光ナビ」の特集記事とモデルコースのことを指す。
・新規コンテンツの作成が有効と判断されるテーマについては、企画提案、取材、原稿作成、写真撮影、編集、入稿及びこれらに関する各種調整を行い、「とやま観光ナビ」に掲載すること。
・コンテンツの作成・改善に当たっては、生成AI・AI検索・検索エンジン等が内容を適切に理解・参照できる構成となるための工夫を行うとともに、旅行者の情報理解造成につながるようユーザー体験の向上についても考慮すること。
・コンテンツの作成・改善を通じて、生成AI検索に有効なノウハウを随時整理し、県が今後自らコンテンツを作成・改善する際にも応用できる形で取りまとめること。
③情報構造・システム等の改善

・コンテンツの改善のみでは十分な効果が見込めないと判断される場合は、「とやま観光ナビ」の情報構造、ページ構成、内部リンク、データ構造等について必要な改善方法を提案すること。
・システム改修等が必要と判断される場合は、県と協議の上、「とやま観光ナビ」のサイト運用保守事業者と連携し、必要な改修を実施すること。なお、システム改修に係る費用は100万円を上限として委託料に含むものとする。

・システム・情報構造等の改善に当たっては、生成AI・AI検索・検索エンジン等への対応だけでなく、旅行者が関連する情報を順に取得し、富山県への旅行を具体的に検討できる情報導線及びユーザー体験の向上についても考慮すること。
④外部メディアの活用（提案10媒体以上）
・外部メディアの活用が有効と判断されるテーマについては、生成AI検索等における情報の参照状況を踏まえ、掲載先となる外部メディアの選定、掲載内容の企画及び記事掲載メディアとの各種調整を行うこと。なお、外部メディアの選定は、費用対効果を基に、県と協議して決定すること。
・外部メディアの活用に当たっては、生成AI・AI検索・検索エンジン等において富山県の観光情報が適切に理解・参照されることを考慮するとともに、旅行者の富山県への関心の喚起や旅行先としての具体的な検討につながる情報発信を行うこと。

・生成AIサービスの画面内などの広告出稿の方が業務目的を達成する見込みが高いと考えられる場合は、１広告出稿を１媒体とカウントすること。

（４）効果測定、改善
・（２）で選定したテーマ等について、生成AI・AI検索等を活用して検索・質問を行い、表示状況及び「とやま観光ナビ」の引用・参照状況等を適宜分析し調査すること。また、必要に応じて運用の見直し等についての提案を行うこと。
・生成AI等による検索結果は、サービス、時期、検索条件等により変動することを踏まえ、一定の条件・方法により調査するとともに、調査方法及び評価指標を事前に県へ提示し、協議の上決定すること。
・富山県に関連する内容が表示されない場合については、その要因を分析すること。
・本業務においては、事業期間内に「分析→実施→効果検証→改善」のサイクルを少なくとも１回以上実施し、年度末に一度見直しを行うのみにとどめないこと。サイクルの回数及び各段階のタイミングは、事業開始後早期に県と協議の上確定すること。 

（５）目標値（ＫＰＩ）
　・本業務の目的を達成するうえで必要な目標値として、主な生成AI・AI検索（ChatGPT、Gemini、Perplexity、Google「AIによる概要」・AIモード等)における富山県の表示状況を把握し、富山県が旅行先の候補として表示される状態とすること。また、「表示率（対象プロンプトで富山に関する内容が出る割合）」「上位表示率（上位○候補以内に入る割合）」「参照率（「とやま観光ナビ」が引用・参照される割合）」などの値を導入し、本事業の成果を数値化して示すこと。
　・その他、本業務の目的を達成するうえで必要な目標項目や目標値がある場合は、具体的に設定し、その内容を提案書に記載すること。
　・設定した目標値を達成した場合においても、事業効果の最大化を目指して業務を継続し、効果的な運用に努めること。
（６）独自企画の提案

上記（１）～（３）のほか、生成AI等による富山県の観光情報発信機会の増加につながる企画を提案すること。

４　成果物及び提出物 
（1） 事業計画書
・事業開始後２週間以内に、探索型プロンプトの選定、検索需要分析・競合地域調査・生成AIでの表示状況調査の調査方法及び評価指標、「分析→実施→効果検証→改善」の一連のサイクルの実施時期をまとめた事業計画書を提出すること。
（２）中間報告書 　
・事業期間の中間時点で、分析結果、実施内容、KPI達成状況、リスク・課題及び今後の実施計画を整理した中間報告書を提出し、県との協議を行うこと。提出時期は県と協議の上決定すること。

（３）生成AI・AI検索等の効果測定に係る資料
　　・本業務において設定したプロンプト、検索・質問条件、調査対象とする生成AI・AI検索等を整理した資料を提出すること。
・分析に使用した生データ（ログ、集計データ等）については、取得したもの及び取得可能なものを、県が確認・分析できる形式で提出すること。

（４）報告書と来年度以降の改善提案書
・本事業の実施内容とKPI達成率を含んだ報告書を提出すること。

・本業務の分析結果を受けて、来年度以降のプロモーション戦略に対する改善案を提出すること。
・本業務を通じて得られた知見のうち、県が今後自ら活用できるもの（有効な施策・手法、情報の構成・表現、構造化データ等の技術的知見、測定・分析方法等）を整理した資料を提出すること。
　　 
５　権利等

企画提案書に特段の記載がない場合、委託業務に関する著作権等は次のとおり取り扱うものとする。

（１）本業務により新たに制作したもの及び納品された成果物の著作権（著作権法第２７条・第２８条に規定する権利を含む。）は、すべて県に譲渡し、県は、自由に利用・修正・公開することができるものとする。

（２）第三者が権利を有している映像・画像等を使用する場合は、事前に権利者から二次利用を含めた使用の許諾及び事後においても権利の主張を行わない旨の許諾を得た上で、必要となる一切の手続き及び使用料の負担等は受託者が行うこと。

（３）受託者自ら制作・作成した著作物について、県及び県が指示するものに対し著作者人格権を行使しないものとする。
６　その他

（1） 本仕様書に記載のない事項又は本仕様書に疑義が生じた場合は、県及び受託者が協議の上定めるものとする。
（2） 専任の担当者を配置し、県との打合せ等に出席させること。また、電話、メール等にて迅速かつ確実な連絡体制をとること。 
（３） 本仕様書に定める内容以上の企画、機能、運用などが可能であれば、積極的に提案しながら進めること。
（４）  県の観光入込客数、滞在時間の延長など観光消費額の増加に繋がる内容とすること。
（５） 本業務の遂行にあたり、疑義が生じた場合は、県と十分に協議すること。
（６） 「とやま観光ナビ」のGoogleアナリティクスや県が契約するWEBサイト分析システムのデータは受託者にも共有することとする。
（７）　本仕様書はプロポーザル用であり、富山県と選定された契約候補者との間で別途協議の上、契約内容等を締結するものとし、協議の中で企画提案書等の内容から変更する場合がある。

